
平成３０年政策評価書

千葉県警察重点目標 安全で安心できる県民生活の確保

県民生活を脅かす犯罪の徹底検挙と犯罪組織の壊滅に向けた取組の
施 策

推進

施 策 目 標 電話ｄｅ詐欺撲滅のための徹底検挙

平成２９年中の電話ｄｅ詐欺の被害件数は過去最高を記録し、特
に、高齢者を狙ったキャッシュカード手交型のオレオレ詐欺や幅広
い年齢層を狙った有料サイト料金未納等名下の架空請求詐欺の被害

施策設定の背景 が多発傾向にあります。また、被害額は約２３億６，１００万円に
上り、前年より増加するなど、県民の体感治安の回復に向けて、大
きな課題となっていることから、高齢者を中心とする県民の財産を
守るため、犯人検挙に向けた諸対策を強力に推進する必要があります。

実 施 項 目 １ 電話ｄｅ詐欺撲滅に向けた各種検挙活動の推進

だまされた振り作戦、逃走ルートを想定した検索の強化や先制的
推 進 結 果 １

な職務質問による検挙活動のほか、犯行拠点の割り出し等の捜査活
動を推進しました。

実 施 項 目 ２ 電話ｄｅ詐欺を助長する犯罪の取締り

電話ｄｅ詐欺の犯行ツールとなる預貯金口座、携帯電話機等の不
推 進 結 果 ２

正取得に係る犯罪の取締りを推進しました。

実 施 項 目 ３ 合同・共同捜査の推進

同一犯人グループによる犯行と認められる事件に対し、積極的に
推 進 結 果 ３

合同・共同捜査を推進しました。

実 績 （ 成 果 ）

注１： ）内は、平成２９年比を示す。（

２：被害金額は、カード引出額を含む。

１　認知状況
（１）認知件数 (件)

オレオレ 架空請求 融資保証金 還付金等 計

1068(+84) 140(-162) 14(-11) 112(-78) 1,334(-167) 9(-7)

（２）被害金額　 (万円)

オレオレ 架空請求 融資保証金 還付金等 計

174,942
(-37,262)

70,713
(+12,390)

3,072
(+155)

13,363
(-15,577)

262,092
(-40,294)

1,616
(-6,913)

２　検挙状況　
（１）検挙人員 (人)

口座詐欺 携帯詐欺 犯収法違反 盗品譲受等

156(+28) 113(-36) 24(+2) 17(±0) 69(-41) 3(+3)

（２）検挙件数 (件)

口座詐欺 携帯詐欺 犯収法違反 盗品譲受等

280(+108) 153(-39) 36(+2) 20(-2) 94(-39) 3(±0)
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実績（成果）指標 【千葉県における特殊詐欺認知状況】

【千葉県における特殊詐欺検挙状況】



参 考 指 標 【全国における特殊詐欺認知状況】

注：平成３０年中の数値は暫定値である。

【全国における特殊詐欺検挙状況】

注：平成３０年中の数値は暫定値である。

、 、効 果 オレオレ詐欺の認知件数は 平成２９年に比べて増加しましたが
特殊詐欺全体の認知件数、被害金額は、共に平成２９年に比べて減
少しました。
特殊詐欺本犯の検挙人員・件数は、共に平成２９年と比べて増加

しました。



今 後 の 課 題 特殊詐欺の認知件数は、平成２９年に比べて減少したものの、い
及 び 方 針 まだ高水準で発生していることから、特殊詐欺の撲滅に向けて、県

警の総力を挙げてその対策に取り組んでいく必要があります。
、 、この犯罪は 高齢者を中心に不特定多数の県民を狙うものであり

県民の誰もがその被害に遭う可能性があることから、安全で安心で
きる県民生活の確保に向けて１人でも多くの犯人を検挙するため、
諸対策を推進していきます。

施 策 主 管 課 刑事部捜査第二課
政策評価担当課 刑事部刑事総務課
注： 電話ｄｅ詐欺」とは、平成２７年８月１日から「特殊詐欺」に代わる千葉県独自の広報用名称として「

使用しているもので、振り込め詐欺（オレオレ詐欺、架空請求詐欺、融資保証金詐欺及び還付金等詐

欺 、振り込め詐欺以外の特殊詐欺（金融商品取引名目、ギャンブル必勝法、異性紹介斡旋名目、その）

他）の総称となります。


